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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　51,886人（△440） 

　男　　24,182人（△250） 

　女　　27,704人（△190） 

世帯数　22,155　（△109） 
4月1日現在 （　）は前月比 

春をひっぱれ 
　「今年も一年、豊作でありますように」。

そんな願いを込めて、田の神さあに真

新しいワラツトとお神酒を供えます。 

　必死の形相で餅を引っ張り合う姿に、

田の神さあもにっこり。 

（３/２０もちひっぱれ　P１２関連記事） 

今月の 
表　紙 

No.35 平成20年4月号 

発　行／日置市役所 
　　　　総務企画部企画課 
〒８９９-２５９２ 
日置市伊集院町郡一丁目100番地 

東市来支所 

TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063

TEL 099（274）2111

日吉支所 
TEL 099（292）2111

吹上支所 
TEL 099（296）2111 

 

統 

　
平
成
十
九
年
四
月
に
小
原
・
市
来
・

本
平
・
川
畑
の
四
自
治
会
が
統
合

し
て
、
新
た
に
発
足
し
た
下
方
限

自
治
会
。
伊
集
院
地
域
の
ほ
ぼ
中

心
に
位
置
し
、
東
西
に
は
南
九
州

西
回
り
自
動
車
道
、
下
谷
口
川
が

通
る
田
園
風
景
広
が
る
地
域
に
は
、

平
成
二
十
年
四
月
一
日
現
在
で
百

八
十
八
世
帯
、
四
百
六
十
三
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
自
治
会
が
統
合
し
て
丸
一
年
が

経
ち
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
新
し

い
活
動
に
、
住
民
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

自
治
会
統
合
か
ら
一
年
　
住
民
の
「
和
」
が
活
動
を
支
え
る 

下
方
限
自
治
会（
伊
集
院
地
域
） 

し
も
ほ
う
ぎ
り 

下方限自治会 
（伊集院地域） 

▲下方限の田の神像 

▲新しい取り組み「子ども田の神講」 

▲自治会全体で取り組む河川清掃作業 

▲正木厳範会長 

合
し
て
丸
一
年
。
年
間
を
通
し

た
自
治
会
運
営
で
も
さ
ほ
ど
悩

む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と

い
う
の
も
、
旧
四
自
治
会
で
も
、
も

と
も
と
一
つ
の
公
民
館
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
し
、
行
事
を
一
緒
に
す
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
か
ら
。
今

で
は
む
し
ろ
、
旧
自
治
会
単
位
の
区

長
と
の
連
絡
が
密
に
な
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
に
住
民
が
参
加
し
や
す

い
体
制
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。 成

十
九
年
度
の
新
し
い
取
り
組

み
と
し
て
「
子
ど
も
田
の
神
講
」

を
行
い
ま
し
た
。
今
で
は
時
代
の
推

移
と
と
も
に
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く

な
っ
た
行
事
が
自
治
会
統
合
を
機
に
、

地
域
内
の
子
ど
も
た
ち
に
も
体
験
さ

せ
た
い
と
思
い
十
一
月
に
実
施
。
地

域
の
婦
人
部
や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
手

伝
い
を
も
ら
い
な
が
ら
、
も
ち
つ
き
、

お
供
え
、
祭
文
ま
で
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。 

た
、
各
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
行
っ

て
い
た
道
路
・
河
川
清
掃
作
業

は
、
自
治
会
全
体
で
協
力
し
て
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
治
会
で

も
高
齢
化
が
進
む
地
域
が
あ
り
、
高

齢
者
だ
け
で
の
清
掃
作
業
は
大
変
で

す
。
し
か
し
、
今
は
他
の
地
域
か
ら

加
勢
に
き
て
も
ら
う
な
ど
、
連
携
が

で
き
て
き
ま
し
た
。 

合
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
な
ど
）
も

少
な
く
な
い
地
域
。
平
成
十
八

年
に
は
、
自
治
会
内
の
集
合
住
宅
に

住
む
人
に
呼
び
か
け
て
、
お
花
見
会

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
初
め
は

少
な
い
参
加
者
で
し
た
が
、
そ
こ
か

ら
地
域
の
和
が
広
が
っ
て
い
け
ば
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
活
動

や
取
り
組
み
に
は
、
住
民
参
加
が
不

可
欠
。
一
地
区
で
の
考
え
を
自
治
会

全
体
で
支
え
る
と
い
う
地
域
の
「
和
」

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

れ
か
ら
の
活
動
と
し
て
は
、
休

耕
田
を
利
用
し
た
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
で
き
る
ソ
バ
・

大
豆
栽
培
↓
ソ
バ
作
り
・
豆
腐
作
り

な
ど
の
体
験
活
動
を
計
画
中
。
ま
た
、

そ
れ
に
よ
っ
て
バ
ザ
ー
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
も
展
開
で
き
た
ら
、
他
地
域

と
の
交
流
も
図
れ
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
住
民

の
連
携
が
必
要
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

に
住
む
人
が
「
和
」
を
持
っ
て
活
動

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
で

す
。 

平 

こ 

ま 集 



　歳
入 

下
の
グ
ラ
フ
②
は
市
に
入
っ
て
く
る
お
金
で
あ

る
「
歳
入
」
で
す
。
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金
が
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
歳
入
の
大

部
分
は
国
や
県
な
ど
に
頼
る
お
金
で
依
存
財
源

（
七
〇
・
一
％
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
そ

の
ト
ッ
プ
が
、
市
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
保
つ
た
め
に
交
付
さ
れ
る
「
地
方
交
付
税
」

で
全
体
の
三
六
・
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次

に
多
い
の
が
、
大
き
な
事
業
を
す
る
と
き
に
財

源
の
不
足
分
を
長
期
で
借
り
入
れ
る
「
市
債
」

で
す
。
合
併
特
例
債
を
は
じ
め
、
事
業
の
緊
急

度
や
効
果
を
十
分
に
考
慮
し
有
利
な
も
の
を
選

び
、
前
年
度
よ
り
一
二
・
九
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
一
方
、
市
が
自
ら
賄
え
る
お
金
で
、
自
主
財

源
（
二
九
・
九
％
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
う
ち
、

最
も
多
い
の
が
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

く
「
市
税
」
で
前
年
度
よ
り
三
・
〇
％
増
の
四

十
三
億
千
三
百
二
十
四
万
一
千
円
（
一
九
・
四

％
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
、

各
基
金
か
ら
の
「
繰
入
金
」
で
全
体
の
五
・
二

％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　歳
出
（
目
的
別
） 

　
次
に
、
使
わ
れ
る
お
金
で
あ
る
歳
出
を
「
目

的
別
」
の
グ
ラ
フ
③
か
ら
見
て
み
ま
す
。 

　「
民
生
費
」
が
ト
ッ
プ
で
四
十
八
億
五
千
五

百
二
十
六
万
三
千
円
と
全
体
の
二
一
・
七
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
福
祉
や
保
健
、
医

療
な
ど
に
関
す
る
経
費
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
こ
れ
ま

で
借
り
入
れ
た
市
債
の
償
還
に
当
て
ら
れ
る
公

債
費
で
一
七
・
六
％
、
次
が
道
路
整
備
や
住
宅

建
設
整
備
、
公
園
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
る
「
土

木
費
」
で
全
体
の
一
四
・
六
％
で
す
。 

　歳
出
（
性
質
別
） 

　
さ
ら
に
歳
出
を
「
性
質
別
」
の
グ
ラ
フ
④
か

ら
見
て
み
ま
す
。 

　「
人
件
費
」「
公
債
費
」「
扶
助
費
」
の
義
務

的
経
費
の
構
成
比
は
五
二
・
四
％
で
あ
り
、「
普

通
建
設
事
業
費
」「
災
害
復
旧
事
業
費
」
の
投

資
的
経
費
は
一
九
・
五
％
、「
物
件
費
」「
繰
出

金
」
な
ど
の
そ
の
他
の
経
費
は
二
八
・
一
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
か
で
も
「
人
件
費
」
が
ト
ッ
プ
で
四
十
五

億
八
千
九
百
七
十
六
万
八
千
円
と
全
体
の
二
〇
・

五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
「
普

通
建
設
事
業
費
」
で
四
十
三
億
二
千
九
十
六
万

円
と
全
体
の
一
九
・
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
道
路
の
整
備
や
学
校
の
整
備
な
ど
に

関
す
る
経
費
で
、
市
民
生
活
に
密
接
に
関
連
し

た
社
会
基
盤
の
整
備
で
す
。 

自
主
財
源
三
割
　
依
存
財
源
七
割 

市
税
は
全
体
の
１９
・
４
％ 

市の予算 市の予算 市の予算 

市の予算 市の予算 市の予算 

歳入 
223億 
8,700万円 

歳出 
（性質別） 

223億 
8,700万円 

グラフ② 

市税 
43億 
1,324万 
1千円 

グラフ① グラフ④ グラフ③ 

個　人 
15億9,409 万1千円 

37.0％ 

市　税 
43億1,324万1千円 

19.4％ 

繰入金 
11億7,502万8千円 

5.2％ 
11億7,502万8千円 

5.2％ 

市　債 
27億4,920万円 
12.4％ 

人件費 
45億8,976万8千円 

20.5％ 

繰出金 
15億3,311万9千円 

6.8％ 

維持補修費・その他 
1億8,717万9千円 

0.8％ 

扶助費 
31億9,717万4千円 

14.3％ 

物件費 
25億9,014万 
2千円 
11.6％ 

補助費等 

19億8,498万円 
8.9％ 

普通建設事業費 
43億2,096万円 
19.3％ 

災害復旧事業費 
5,050万4千円 
0.2％ 

公債費 
39億3,317万4千円 

17.6％ 固定資産税 
20億6,342万3千円 

47.8％ 

地方交付税 
82億4,000万円 
36.8％ 

国庫支出金 
24億2,279万1千円 

10.8％ 

法　人 
3億372万2千円 

7.0％ 

入湯税 
263万4千円 
0.1％ 

国有資産等市町村交付金 
2,557万2千円 
0.6％ 

軽自動車税 
1億1,853万7千円 

2.7％ 

市町村たばこ税 
2億526万2千円 

4.8％ 

分担金・負担金 
使用料・手数料 
6億6,852万5千円 

3.0％ 

繰越金・諸収入 
その他 

5億2,394万7千円 
2.3％ 

県支出金 
13億2,972万2千円 

5.9％ 

地方消費税交付金・地方譲与税・その他 
9億6,454万6千円 

4.2％ 

歳出 
（目的別） 

223億 
8,700万円 

民生費 
48億5,526万3千円 

21.7％ 

公債費 
39億3,317万4千円 

17.6％ 
衛生費 

32億1,073万6千円 
14.3％ 

総務費 
20億233万8千円 

8.9％ 

消防費 
8億1,939万8千円 

3.7％ 議会費・商工費・その他 
4億6,153万円3千円 

2.1％ 

教育費 
27億2,363万円7千円 

12.2％ 

土木費 
32億7,344万9千円 

14.6％ 

農林水産業費 
11億747万2千円 

4.9％ 

市の人口動態（年度別） （単位：人） 

市の人口 （単位：人） 

表①  市の人口、人口動態（住民基本台帳） 

H18.4.1現在 
52,668 52,206 51,886

H19.4.1現在 H20.4.1現在 

H18年度 H19年度 
出　　生 
死　　亡 
転　　入 
転　　出 
増　　減 

367 
685 
2,334 
2,478 
△ 462

417 
689 
2,411 
2,459 
△ 320

 総務費 

コミュニティバスの運行 

地域情報化（地域イントラネットの活用） 

道路反射鏡等設置事業 

土地評価時点修正業務 

企業誘致対策事業 

国際交流員招致事業　 

国際交流事業 

男女共同参画事業　 

 

 民生費 

「食」の自立支援事業（配食サービス） 

生活保護費の支給 

一時保育促進事業 

延長保育促進事業 

重度心身障害者医療費助成事業 

はり・きゅう助成事業 

ねんりんピック鹿児島2008事業 

 

 衛生費 

浄化槽設置整備事業 

火葬場運営費 

休日・夜間の初期救急医療体制の整備 

子育て支援事業・母子健康診査事業 

がん検診等事業 

特定健康診査事業 

 

 農林水産業費 

担い手農家結婚支援モデル事業 

中山間地域等直接支払交付金 

新規就農・後継者育成事業 

中山間地域総合整備事業 

森林整備地域活動支援事業 

グリーン・ツーリズム推進事業 

農地・水・農村環境保全向上活動支援事業 

 

32,610 

36,169 

4,900 

14,595 

31,155 

11,071 

1,481 

326 

 

 

61,735 

645,014 

20,790 

82,650 

137,187 

8,928 

17,812 

 

 

89,940 

163,819 

9,763 

30,459 

50,777 

20,594 

 

 

1,362 

54,405 

20,400 

56,475 

12,240 

164 

10,276

 商工費 

商工業振興対策事業 

観光振興対策事業 

各地域イベント補助事業 

消費生活相談員設置事業 

商工業制度資金等利子補給事業 

 

 土木費 

地方道路整備交付金事業（市道） 

道整備交付金事業（市道） 

過疎対策事業（市道） 

辺地対策事業（市道） 

急傾斜地崩壊対策事業・砂防事業 

地方特定道路整備事業（県道改良負担金） 

まちづくり交付金事業（公園整備） 

特殊地下壕対策事業 

まちづくり交付金事業（公営住宅整備） 

地域住宅交付金事業 

 

 消防費 

自主防災組織育成事業 

消防・救急体制整備事業 

消防車更新事業 

防火水槽設置事業（耐震性貯水槽） 

 

 教育費 

東市来総合運動公園整備事業 

中学校校舎改築事業 

青少年海外派遣事業 

外国青年招致事業 

給食センター施設整備事業（日吉・吹上） 

特別支援員配置事業（小中学校） 

学習支援アシスタント派遣事業 

自治会活性化補助金 

自治会育成交付金 

集会等施設建設整備事業補助金 

 

20,292 

37,476 

11,197 

1,175 

12,646 

 

 

190,198 

470,052 

165,010 

62,002 

10,500 

26,400 

128,963 

26,463 

229,500 

12,305 

 

 

2,090 

33,400 

28,000 

28,600 

 

 

97,000 

587,772 

2,500 

21,712 

10,674 

10,045 

1,415 

31,740 

74,275 

6,289

存 

財 源 費 経 

的 

資 

投 

費 

費 

経 

経 

的 

他 

務 

の 義 

そ 自 

主 

財 

源 

市 

民 

税 

固 

定 

資 

産 税 

平成20年度 　
平
成
二
十
年
度
予
算
が
三
月
議
会
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
前
年
度
よ
り
約
九

億
円
少
な
い
二
百
二
十
三
億
八
千
七
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
現
代
。
市
と
し
て
も
こ
の
問
題
は
深
刻
で
、
人
口
は
年
々
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
表
①
の
年
度
別
人
口
動
態
を
み
て
み
る
と
、
平
成
十
九
年
度
で
出
生
が
四
百

十
七
人
、
死
亡
が
六
百
八
十
九
人
、
転
入
が
二
千
四
百
十
一
人
、
転
出
が
二
千
四
百
五
十
九
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
第
一
次
総
合
計
画
を
基
本
に
市
の
一
体
感
の
醸

成
と
行
財
政
改
革
を
よ
り
一
層
推
進
し
な
が
ら
、
合
併
効
果
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
予
算
を
編
成
。
今
回
は
そ
の
予
算
の
概
要
と
特
徴
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

当初予算の主なもの （単位：千円） 

依 



　
今
年
度
予
算
を
四
月
一
日
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
人
口
（
五
万
千
八
百
八
十
六
人
）
で
、
市

民
一
人
当
た
り
に
換
算
し
て
み
ま
す
。 

　
歳
入
の
う
ち
「
市
税
」
を
市
民
一
人
当
た
り

に
換
算
す
る
と
、
八
万
三
千
百
三
十
円
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内
訳
は
、
全

体
の
四
八
・
四
％
を
占
め
る
「
固
定
資
産
税
」

が
ト
ッ
プ
で
四
万
二
百
六
十
一
円
、
以
下
「
市

民
税
」
の
三
万
六
千
五
百
七
十
七
円
、「
市
町

村
た
ば
こ
税
」
の
三
千
九
百
五
十
六
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
次
に
歳
出
を
み
て
み
ま
す
。
目
的
別
歳
出
で

市
民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金
は
、
総
額

で
四
十
三
万
千
四
百
六
十
五
円
と
な
り
ま
す
。

最
も
多
い
の
が
前
述
し
た
よ
う
に
「
民
生
費
」

で
九
万
三
千
五
百
七
十
六
円
、
次
い
で
「
公
債

費
」
の
七
万
五
千
八
百
四
円
、
そ
し
て
「
土
木

費
」
の
六
万
三
千
八
十
九
円
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
と
、
事

業
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
で
は
一
人
当
た
り
三

四
万
八
千
三
百
三
十
五
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
不
足
額
の
大
部
分
が
「
地
方
交
付
税
」
や

国
や
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
か
ら
賄
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

　
公
営
企
業
会
計
と
は
、
地
方
公
共
団
体

が
企
業
と
し
て
経
営
す
る
事
業
（
水
道
・

電
気
・
ガ
ス
・
病
院
・
観
光
施
設
等
）
を

行
う
場
合
に
、
そ
の
性
質
か
ら
そ
の
公
営

企
業
の
経
営
に
伴
う
受
益
の
程
度
に
応
じ

た
料
金
（
使
用
料
）
で
賄
う
た
め
、
そ
の

収
支
を
明
確
に
す
る
こ
と
か
ら
一
般
会
計

と
は
切
り
離
し
て
経
理
す
る
も
の
で
、
日

置
市
に
は
病
院
事
業
と
水
道
事
業
の
二
つ

の
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。 

　
特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
収
支
を

明
確
に
す
る
た
め
一
般
会
計
と
は
切
り
離
し
て
経
理
す
る
も
の
で
、

日
置
市
に
は
十
四
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　 

市
民
一
人
当
た
り 

約
八
万
三
千
円
を
負
担 

市
民
一
人
に 

約
四
十
三
万
千
円
を
支
出 

市民１人当たりの 
市税負担額 

総額　83,130円 

市民１人当たりの 
支出額（目的別） 
総額　431,465円 

固定資産税 

市民税 市町村たばこ税 

民生費 公債費 

40,261円 

3,956円 36,577円 

75,804円 93,576円 

土木費 衛生費 

61.881円 63,089円 

教育費 総務費 

38,591円 52,493円 

農林水産業費 消防費 

15,792円 21,344円 

軽自動車税 入湯税 

51円 2,285円 

公営企業会計（収益的収入および支出） 

会計区分 

病院事業 

水道事業 

　　予算額　　 

３億6,256万２千円 

７億4,715万５千円 

前年度比 

△0.5％ 

　0.9％ 

国民健康保険 

老人保健医療 

特別養護老人ホーム事業 

公共下水道事業 

農業集落排水事業 

国民宿舎事業 

国民保養センター及び 
老人休養ホーム事業 

温泉給湯事業 

公衆浴場事業 

飲料水供給施設 

住宅新築資金等貸付事業 

介護保険 

後期高齢者医療 

診療所 

小　　計 

65億6,198万５千円 

７億6,397万円 

２億8,687万７千円 

７億1,332万８千円 

4,098万４千円 

２億8,005万１千円 

864万９千円 

531万円 

124万４千円 

50万６千円 

501万円 

42億8,952万８千円 

６億3,621万４千円 

3,470万円 

136億2,835万６千円 

△2.0％ 

△91.0％ 

0.2％ 

39.1％ 

△7.0％ 

3.5％ 

332.5％ 

1.2％ 

5.0％ 

0.8％ 

０％ 

△3.1％ 

皆増 

皆増 

△34.3％ 

会計区分 予算額 前年度比 

特別会計予算 
公
営
企
業
会
計 

特

別

会

計

 

市の予算 市の予算 市の予算 

平成20 
年度から 国民健康保険税の算定方法が変わります 

【国民健康保険の加入者は75歳未満となります】 

【国民健康保険税の算定方法について】 

　国民健康保険の加入者は、75歳未満の人です。75歳（一定の障害のある人は65歳）以上の方は、平成20年度から
新たに独立した医療保険制度となる、長寿（後期高齢者）医療保険に加入することとなります。 

注）国民健康保険税の納税義務者については、これまでどおり国保の被保険者である世帯主となります。なお、世帯主が被
保険者でない場合でも世帯内に被保険者がいるときは、擬制世帯主となり国民健康保険税の納税義務者となります。 

　国保加入世帯の世帯主は、一定額（年額18万円）以上の年金を受給する場合、平成20年10月分から国民
健康保険税の特別徴収（天引き）を行います。 
　また、特別徴収の対象とならない世帯については、これまでどおり納付書により納めていただくことに
なります。 

《対象者》 
　世帯内の国保被保険者全員が65歳以上75歳未満の世帯の世帯主（擬制世帯主除く）であって、年額18万
円以上の年金を受給している方。ただし、介護保険料と国民健康保険税の合算が、年金受給額の１／２を
超える場合、介護保険料しか徴収されません。 

特別徴収・普通徴収の判定例 
例１）世帯主（72歳・国保）、妻（68歳・国保）の場合 
　　→２人とも国保被保険者で、かつ65歳以上75歳未満であるため、特別徴収の対象となります。 
例２）世帯主（78歳・長寿医療保険で擬制世帯主）、妻（68歳・国保）の場合 
　　→世帯主が長寿医療保険で擬制世帯主となるため、普通徴収の対象者となります。 
例３）世帯主（72歳・国保）、子（45歳・国保）の場合 
　　→世帯員全員国保被保険者であるが、世帯員である子が65歳未満のため、普通徴収の対象となります。 

平成19年度まで 
☆医療分 ＋ 介護分 

医療分 賦課限度額：56万円 

（医療費や老人保健医療費拠出金に充てる 
ための保険税） 

介護分 賦課限度額：9万円 

（40歳～64歳までの被保険者に係る介護保険料） 

※各賦課額の求め方は、以下の合計額になります。 
　○所得額……前年の所得に応じた額 
　○資産額……固定資産税の額に応じた額 
　○均等額……被保険者１人当たりの額 
　○平等額……１世帯当たりの額 

平成20年４月から 
☆医療分 ＋ 介護分 ＋ 後期高齢者支援金 

医療分 賦課限度額：47万円 

（医療費に充てるための保険税） 

介護分 賦課限度額：9万円 

（40歳～64歳までの被保険者に係る介護保険料） 

後期高齢者支援金 賦課限度額：12万円 

（平成20年４月から始まる長寿医療制度の運営 
に必要な費用を賄うための負担を、各世帯にお 
願いします。従来の老人保健拠出金に代わるも 
のです） 

年金からの特別徴収について（平成20年10月から） 



　
合
併
時
の
体
育
施
設
・
都
市
公
園
運

動
施
設
は
、
旧
町
の
施
設
名
を
変
更
し

た
だ
け
で
、
使
用
料
に
つ
い
て
は
統
一

し
て
お
ら
ず
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
三
年
間
を
め
ど
に
調
整
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
統
一
し
た
使

用
料
を
設
定
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
平
成
二
十
年
七
月
か
ら
変
更

と
な
る
体
育
施
設
・
都
市
公
園
運
動
施

設
の
使
用
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

体育施設の使用料 

1  体育館 6  屋内運動場 

7  多目的広場等 

2  プール 

（単位：円） （単位：円） 

（単位：円） 

8  テニスコート 
（単位：円） 

10  その他の施設 

（単位：円） 

（単位：円） 

3  武道場 
（単位：円） 

4  弓道場 
（単位：円） 

5  相撲場 
（単位：円） 

体育施設名等 

使用区分 

体育施設名等 

体育施設名等 

体育施設名等 

使用区分 

使　　用　　区　　分 摘　　要 

使用区分 

日置市東市来屋内レクリエーション 
施設こけけドーム 

使用区分 

使用区分 

体育施設名等 

体育施設名等 

体育施設名等 

日置市東市来修錬館 日置市伊集院武道館 日置市日吉武道館 
摘　　要 

摘　要 

日置市B＆G東市来海洋 
センター 

使用区分 

使用区分 

使用区分 

体育施設名等 

使用区分 

専
　
　
用
　
　
使
　
　
用 

一
　
　
部
　
　
使
　
　
用 

附　属　設　備 

使用者
が入場
料を徴
収しな
い場合 

使用者
が入場
料を徴
収する
場合 

卓球 

バドミントン 

バレーボール 

バスケットボール 

テニス 

 
上記以外のもの 

トレーニング室 

会議室 

１台 

１面 

１面 

１面 

１面 

全面 

半面 

１人 

アマチュアスポーツ 
に使用する場合 

文化的催物に使用する場合（営利 
又は宣伝を目的とするものを除く。） 

その他の場合 

アマチュアスポーツに使用する場合 

文化的催物に使用する場合（営利 
又は宣伝を目的とするものを除く。） 

その他の場合 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 

使用区分 
放送施設 
長机 
椅子 

１式 
１脚 
１脚 

日置市B＆G東市 
来海洋センター 

日置市高山地区 
交流センター 

日置市伊集院 
総合体育館  

日置市日吉 
総合体育館  

日置市吹上勤労 
者体育センター 

日置市永吉地区 
体育館 

１時間につき 
使用料 照明料 使用料 照明料 使用料 照明料 使用料 照明料 使用料 照明料 使用料 照明料 

80 

160 

230 

470 

950 

1,030 

2,070 

30 
60 
30 
60 
80 
160 
80 
160 
－ 
－ 
80 
160 
40 
80 
30 
60 
310

 

 

 

420 

 

 

 

20 

100 

420 

420 

－ 

420 

210 

－ 

－ 

200 
－ 
－ 

 

 

 

210 

 

 

 

 

210 

 

－ 

－ 

 

210 

 

－ 

－ 

200 
－ 
－ 

アリーナ 
1,360 
卓球場 
　160 
観覧席 
　100 
ステージ 
　40

20 

200 

420 

520 

420 

1,680 

840 

－ 

－ 
 

200 
50 
10

１基に 
つき 
60

１基に 
つき 
60

20

－ 
 
－ 
 

200 
50 
10

 

 

 

310 

 

 

 

 

310 

 

－ 

－ 

 
310 

 
－ 

－ 

200 
－ 
－ 

 

 

 

310 

 

 

 

 

310 

 

－ 

－ 

 
310 

 
－ 

－ 

200 
－ 
－ 

80 

160 

230 

470 

950 

1,030 

2,070 

30 
60 
30 
60 
80 
160 
－ 
－ 
－ 
－ 
80 
160 
40 
80 
－ 
－ 
－ 
 

170 

470 

930 

1,870 

1,400 

2,790 

5,620 

30 
60 
50 
100 
100 
210 
150 
310 
100 
210 
420 
840 
210 
420 
－ 
－ 
310

170 

470 

930 

1,870 

1,400 

2,790 

5,620 

30 
60 
50 
100 
100 
210 
150 
310 
100 
210 
310 
630 
150 
310 
50 
100 
310

80 

160 

230 

470 

950 

1,030 

2,070 

30 
60 
30 
60 
80 
160 
－ 
－ 
－ 
－ 
80 
160 
40 
80 
－ 
－ 
－ 

40 

80 

110 

230 

590 

940 

1,890 

30 
60 
30 
60 
80 
160 
－ 
－ 
－ 
－ 
80 
160 
40 
80 
－ 
－ 
－ 

１回につき 

 

摘　要 

文化的催物
とは、演劇
会、芸能発
表会、講演
会、絵画等
の展示等を
いう。 

２日以上に
わたって使
用する場合
は、１日につ
き１回とする。 
 

7月から 

体
育
施
設
・
都
市
公
園
運
動
施
設
の 

                  

使
用
料
が
変
わ
り
ま
す 

児童・生徒 
 
上記以外の者 
 
ロッカー 

夏期 
冬期 
夏期 
冬期 

日置市B＆G東市来海洋センター 日置市高山地区 
交流センター 

摘　　　　　要 

普通券 
（１人１回） 

回数券 
（12枚券） 

３箇月 
パスポート 

半年 
パスポート 

年間 
パスポート 

１人１回 

150 
200 
300 
400

1,500 
2,000 
3,000 
4,000

2,500 
 

5,000

4,500 
 

9,000

7,500 
 

15,000

100 
 

150 
 

－ １回につき10

１ 温泉施設、シャワー施設及び照明施設
の使用料を含む。 

２ パスポートの有効期限内の利用回数は、
無制限とする。 

３ 夏期とは４月から９月までとし、冬期
とは10月から３月までとする。 

専用 
使用 

専用 
使用 

一部 
使用 

日置市東市 
来総合運動 
公園 

日置市伊集 
院弓道場 

日置市東市 
来相撲場 

日置市伊集 
院相撲場 

日置市日吉 
相撲場 日置市日吉 

弓道場 

会　議　室 

アマチュアスポーツに使用 
する場合 

アマチュアスポーツ 
に使用する場合 
その他の場合 

アマチュアスポーツ 
に使用する場合 
その他の場合 

アマチュアスポーツ 
に使用する場合 
その他の場合 

その他の場合 

剣道場 
全面 

柔道場 
全面 

上記以 
外のも 
の 

一部 
使用 

児童・生徒 
上記以外の者 

児童・生徒 
上記以外の者 

児童・生徒 
上記以外の者 

児童・生徒 
上記以外の者 

１時間につき 

１時間につき 
１時間につき 

１回につき 

使用料 照明料 使用料 照明料 使用料 照明料 使用料 照明料 
60 
120 
1,200 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
30 
60 
600

100 

－ 

－ 

100

60 
120 
1,200 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
30 
60 
600

150 

－ 

－ 

150

120 
240 
2,400 
60 
120 
1,200 
60 
120 
1,200 
30 
60 
600

200 

100 

100 

100

60 
120 
1,200 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
30 
60 
600

100 

－ 

－ 

100

 

フロア全面使用 

フロア全面使用 

フロア半面使用 

児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 

１人につき 
１人につき 

180 
300 
30 
50 
 

－ 

200 
300 
20 
30 
 

310

120 
180 
20 
30 
 

－ 

会議室を２
日以上にわ
たって使用
する場合は、
１日につき
１回とする。 

児童・生徒 
上記以外の者 

60 
120

60 
120

60 
120

専
用
使
用 

附　　属　　設　　備 

一
部
使
用 

使用者が入場料を徴収しない 
場合 

使用者が入場料を徴収する 
場合 

テニス 

ゲートボール 

上記以外のもの 

アマチュアスポーツ 
に使用する場合 
その他の場合 
アマチュアスポーツに使用する場合 
その他の場合 
 

１面 

１面 

全面 

半面 

放送施設 

児童・生徒 
上記以外の者 
 
 
 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
 
一式 

１時間につき 
使　用　料 

310 
630 
1,050 
1,570 
3,150 
150 
310 
100 
200 
310 
630 
150 
310

 
 

520 
 
 

260 
 

260 
 

520 
 

260

照　明　料 

１回につき 
520

２日以上にわたって使用する場合は、 
１日につき１回とする。 
 

摘　　　　要 

アマチュア 
スポーツに 
使用する場 
合 

サッカーに使用 
する場合 
ソフトボールに 
使用する場合 

その他の場合 

その他の場合 
 
照明施設 

会議室冷暖房料 
　　　　　使用区分 
会議室 
放送施設 
 
 
キャンプに使用する場合 
 
 
附属設備 

児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 

550 
870 
390 
710 
310 
630 
1,260 

 
－ 

370 
580 
260 
470 
210 
420 
840 
 

－ 

100 
 

310 
520 
 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

180 
290 
100 
230 
100 
210 
420 
 

－ 

370 
580 
210 
470 
210 
420 
840 
 

2,100

180 
290 
100 
230 
100 
210 
420 
 

1,260

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
 

－ 

－ 
 

－ 
－ 
 

520 
1,570 
3,150 
5,250 
260

210 
310 
210 
310 
210 
310 
520

100 
150 
100 
150 
100 
150 
260

50 
100 
50 
100 
50 
100 
210 
 

－ 

－ 
 

－ 
－ 
 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
 

50 
100 
50 
100 
50 
100 
210 
 

1,050 

－ 
 

－ 
－ 
 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
 

　　使用区分 
10人以内 
11人以上30人未満 
30人以上50人未満 
50人以上 
テント１張り 

多目的陸上競技場 

日置市東市来総合運動公園 
日置市日吉運動 
公園グラウンド 多目的広場 

１時間につき 

日置市 
高山地 
区交流 
センター 

日置市 
日吉多 
目的広 
場 

日置市 
永吉地 
区体育 
広場 摘　要 

全面 半面 全面 半面 全面 半面 全面 全面 全面 3分の 
1面 

１回につき 
 
 

１泊につき 
 
 

－ 
 

－ 
520 
 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

－ 
 

－ 
－ 
 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

全点灯30分につき630 
部分点灯30分につき520

会議室及び
放送施設を
２日にわた
って使用す
る場合は、
１日につき
１回とする 

児童・生徒 
上記以外の者 

日置市東市来庭球場 日置市日吉テニスコート 

１コートにつき 
１コートにつき 

１時間につき 
使用料 
100 
210

照明料 
 
260

使用料 
100 
210

照明料 
 
260

9  グラウンドゴルフ場 
（単位：円） 

体育施設名等 

児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 

日置市東市来グラウンド 
ゴルフ場（12ホール） 

日置市日吉グラウンド 
ゴルフ場（８ホール） 

１時間につき 
200 
400 
10 
20

200 
400 
10 
20

専用使用 

個人使用 
（１人につき） 

（1）日置市日吉管理棟 

（単位：円） 

使　用　区　分 個　室 大広間 摘　要 

（2）日置市日吉研修棟 

シャワー室 児童・生徒 
上記以外の者 

１回につき50 
１回につき100

更衣室のみの使用は、 
無料とする。 

研修に使用 
する場合 

宿泊する 
場合 

児童・生徒（成人の指導者又は保
護者を含む。）、65歳以上の者、身
体障害者及び母子寡婦 

児童・生徒（成人の指導者又は保
護者を含む。）、65歳以上の者、身
体障害者及び母子寡婦 

上記以外の者 

上記以外の者 
冷暖房料 

－ 
 
－ 
－ 

１泊１人につき 
400

１時間につき100 
 

１時間につき150 
１時間につき100 

 
１泊１人につき300 

 
 

１泊１人につき400１泊１人につき 
500

１ 原則として、５人以
上の団体から使用
できるものとする。 

２ 児童・生徒が使用
する場合は、成人
の指導者又は保護
者同伴とする。 

３ 宿泊する場合の使
用料には、冷暖房
料を含む。 



都市公園運動施設の使用料 

1  野球場 
（単位：円） 

4  陸上競技場 
（単位：円） 

5  テニスコート 
（単位：円） 

6  プール 8  サッカー場 
（単位：円） （単位：円） 

7  グラウンドゴルフ場 
（単位：円） 

2  体育館 
（単位：円） 

3  屋内運動場 
（単位：円） 

運動施設名等 

運動施設名等 

東市来運動 
公園湯之元 
球場（本球場） 

東市来運動公園東市来体育館 吹上浜公園体育館 

トレーニング室連続回数券 
（１枚につき１時間） 

使用者が入場 
料を徴収しない 
場合 

アマチュアスポーツに使用する 
場合 

児童・生徒 
上記以外の者 
 
 
 
 
 
 
 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 

80 
160 
 230 

470 
950 
 1,030 

2,070 
30 
60 
30 
60 
80 
160 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
80 
160 
40 
80 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

 
 
 
 
 
 
 
210 
 
 
 
 
 
 
 
 － 
 
－ 
 
－ 
 
－ 
 
 
210 
 
 － 
 
－ 
－ 
－ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１基につき80 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 － 
 
 
 
－ 

170 
470 
 930 

1,870 
1,400 

 2,790 

5,620 
30 
60 
50 
100 
100 
210 
150 
310 
150 
310 
100 
210 
50 
100 
420 
840 
210 
420 
50 
100 
 
 

310 
310

文化的催物に使用する場合（営利又は宣伝を目的 
とするものを除く。） 
その他の場合 
アマチュアスポーツに使用する場合 

その他の場合 

文化的催物に使用する場合（営利又は宣伝を目的 
とするものを除く。） 

使用者が入場 
料を徴収する 
場合 

卓球 

バドミントン 

バレーボール 

バスケットボール 

フットサル 

テニス 

ゲートボール 

 
上記以外のもの 

トレーニング室 

 

 
 
 放送施設 
長机 
椅子 
テント 

１台 

１面 

１面 

１面 

１面 

１面 

１面 

全面 

半面 

１人 

会議室 
和　室 

東市来運動公 
園湯之元球場 
（補助球場） 

伊集院総合運 
動公園野球場 

吹上浜公園 
野球場 

使用区分 

使用区分 

一部使用 

専用使用 

専用 
使用 

一部 
使用 

附属 
設備 

使用者が入場 
料を徴収しな 
い場合 

アマチュアスポーツ 
に使用する場合 
その他の場合 

その他の場合 

アマチュアスポーツ 
に使用する場合 

スコアボードランプ（東市来運動公園湯之元球場（本球場）及び 
伊集院総合運動公園野球場に限る。）及び放送施設 

照　明　施　設 

使用者が入場 
料を徴収する 
場合 

児童・生徒 
上記以外の者 
 
児童・生徒 
上記以外の者 

130 
260 
660 
520 
1,050 
2,620 
－ 
－ 
 
 
 
 
 － 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

100 
200 
400 
520 
1,050 
2,620 
－ 
－ 
 
 － 

 
 
 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

130 
260 
660 
520 
1,050 
2,620 
－ 
－ 
 
 
 
 
 － 

1,100 
2,150 
3,200 
－ 
－ 

100 
200 
660 
520 
1,050 
2,620 
50 
100 
 
 
 
 
 － 

－ 
－ 
－ 

2,100 
1,570

30分コイン 
 2基点灯 
4基点灯 
6基点灯 
全点灯 
部分点灯 

児童・生徒 
上記以外の者 

１時間につき 

１時間につき 

30分につき500 
 

１回につき520 １回につき520 １回につき520

摘　　要 

摘　　要 

投球練習場を含む。 

２日以上にわたって 
使用する場合は、１ 
日につき１回とする。 

使用区分 
１式 
１脚 
１脚 
１張り 

使用料 照明料 使用料 照明料 

１回につき 
200 
－ 
－ 
－ 

200 
50 
10 
210

10枚綴り　400 
10枚綴り　800

文化的催物とは、演
劇会、芸能発表会、
講演会、絵画等の展
示等をいう。 

２日以上にわたって
使用する場合は、１日
につき１回とする。 

運動施設名等 伊集院総合運動公園伊集院ドーム 吹上浜公園屋内多目的広場 

使用者が入場 
料を徴収しない 
場合 

アマチュアスポーツに使用する 
場合 

児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
 
 
 
 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 
児童・生徒 
上記以外の者 

450  
930  
450  
930  
1,570  
2,360  
2,360  
4,720  
220  
470  
150  
310  
100  
240  
450  
930  
310  
470  
260  
520  
20  
50  
450  
930  
220  
470  
310 

 1,610  
 

670  

1,610  
1,610  
670  
1,610  

 330  
 

330  
 

160  
 

1,280  
 

90  
 
 

200  
 
 

1,320  

 660  

－   

310 
630 
－ 
－ 

1,050 
1,570 
－ 

3,150 
－ 
－ 
150 
310 
100 
200 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
310 
630 
150 
310 
310

 520 
 
－ 

520 
520 
－ 
520 
 － 
 

260 
 

260 
 
－ 
 
－ 
 
－ 
 
－ 
 

520 
 

260 

－ 

その他の場合 

弓道に使用する場合 

アマチュアスポーツに使用する場合 
弓道に使用する場合 
その他の場合 

使用者が入場 
料を徴収する 
場合 

フットサル 

テニス 

ゲートボール 

野球 

投球練習場 

 
陸上練習場 

 

上記以外のもの 

ミーティングルーム・会議室 
ミーティングルームの冷暖房料 

１面 

１面 

１面 

 

３人立ち 

全面 

１人につき 

全面 

半面 

使用区分 

専用 
使用 

一部 
使用 

附属設備 

１時間につき 摘　　要 

使用料 照明料 使用料 照明料 

野球で使用する場合
は、投球練習場の使
用料は、無料とする。 

２日以上にわたって
使用する場合は、１日
につき１回とする。 

陸上競技に使用す
る場合に限る。 

ピッチングマシン 
 
 放送施設 

100 
200 
 
 １回につき520

－ 
－ 
 
 １回につき520

運動施設名等 

運動施設名等 

運動施設名等 運動施設名等 

１時間につき 

使用料 照明料 

摘　要 

運動施設名等 

１時間につき 

60 

130 

－ 

－ 

10 

20

400 

800 

100 

200 

10 

20

伊集院総合運動公園プール 

１回につき 

摘　　要 

伊集院総合運動公園 
陸上競技場 

260 

520 

1,310 

410 

820 

4,810 

130 

260 

70 

130 

１回につき20 

１回につき50 

12枚綴り210 

12枚綴り520 

 
１回につき310 

 

１回につき520 

－ 

130 

220 

1,080 

210 

450 

4,060 

130 

260 

70 

130 

－ 

－ 

－ 

－ 

 
１回につき310 

 

１回につき520 

1,050

吹上浜公園陸上競技場 
摘　　要 

使用区分 

使用区分 

使用区分 

使用区分 

使用区分 

使用者が入場 
料を徴収しな 
い場合 

アマチュアスポーツに使用する 
場合 

児童・生徒 

上記以外の者 

 

児童・生徒 

上記以外の者 

 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 

上記以外の者 

その他の場合 

アマチュアスポーツに使用する 
場合 

その他の場合 

使用者が入場 
料を徴収する 
場合 

全面 

半面 

１人につき 

回数券（１枚につき１回） 

専用 
使用 

一部 
使用 

専用 
使用 

一部 
使用 

個人 
使用 

会議室 

 

放送施設 

 
照明施設 

１時間につき 

フィールド内の使
用に限る。 

陸上競技に使用す
る場合に限る。 

２日以上にわたっ
て使用する場合は、
１日につき１回と
する。 

使用者が入場料を徴収 
しない場合 

伊集院総合運動公園 
テニスコート 

妙円寺中央公園 
テニスコート 吹上浜公園テニスコート 

使用者が入場料を徴収 
する場合 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 

上記以外の者 

 
１コートにつき 

 

１コートにつき 

400 

800 

1,680 

3,360 

 
100 

 

210

 

 

1,050 

 

 

 

260

 

 

－ 

 

 

 

－ 

 

 

1,050 

 

 

 

260

210 

420 

420 

840 

 
100 

 

210

400 

800 

1,680 

3,360 

 
100 

 

210

１時間につき 

使用料 照明料 使用料 照明料 使用料 照明料 

児童・生徒 

上記以外の者 

ロッカー 

１人につき 

１人につき 

100 

210 

10

25人以上の者が団体で
使用する場合の使用料
は、左により算定した
額に100分の80を乗じ
て得た額とする。 

専用使用 

一部使用（吹上浜公園グ 
ラウンドゴルフ場１コース） 

個人使用（１人につき） 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 

上記以外の者 

伊集院総合運動 
公園グラウンドゴ 
ルフ場（８ホール） 

吹上浜公園グラウ 
ンドゴルフ場 （８ホ 
ール×４コース） 

専
用
使
用 

一
部
使
用 

使用者が入 
場料を徴収 
しない場合 

アマチュアスポーツ 
に使用する場合 

その他の場合 

アマチュアスポーツ 
に使用する場合 

その他の場合 

使用者が入 
場料を徴収 
する場合 

全　面 

半　面 

４分の１面 

児童・生徒 

上記以外の者 

 

児童・生徒 

上記以外の者 

 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 

上記以外の者 

260 

520 

1,310 

420 

830 

4,810 

260 

520 

130 

260 

60 

130

1,600

伊集院総合運動 
公園サッカー場 

午後６時以
降の使用は、
全面使用と
みなす。 



9  多目的広場 
（単位：円） 

運動施設名等 

運動施設名等 妙円寺中央公園ソフトボール場 

１時間につき 

50 

100 

210 

 

伊集院総合運動公園多目的広場 

210 

420 

1,050 

3,850 

210 

420 

100 

210 

１回につき20 

１回につき50

960

摘　　要 

使用区分 

使用区分 

使用者が入場 
料を徴収しな 
い場合 

アマチュアスポーツに使用する 
場合 

児童・生徒 

上記以外の者 

 

 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 

上記以外の者 

その他の場合 

その他の場合 

全面 

半面 

専用 
使用 

一部 
使用 

個人使用（１人につき） 

１時間につき 

使　用　料 照　明　料 

午後６時以降の使用は、全面使
用とみなす。 

投てきに使用する場合に限る。 

10  ソフトボール場 
（単位：円） 

アマチュアスポーツに 
使用する場合 

児童・生徒 

上記以外の者 
その他の場合 

運動施設名等 

使用区分 

１面 50 50

１時間につき 

11  ゲートボール場 
（単位：円） 

妙円寺中央公園 
ゲートボール場 

吹上浜公園 
ゲートボール場 

運動施設名等 吹上浜公園弓道場 

１時間につき 

120 

180 

20 

30

使用区分 

12  弓道場 
（単位：円） 

専用使用 

一部使用 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 

上記以外の者 

１人につき 

１人につき 

運動施設名等 

使用区分 

児童・生徒 

上記以外の者 

照明施設 

B＆G東市来海洋センター  

東市来テニスコート  

東市来相撲場  

東市来屋内レクリエーション施設  

東市来グラウンドゴルフ場  

東市来総合運動公園  

高山地区交流センター  

東市来修錬館  

 
東市来運動公園 

伊集院総合体育館  

伊集院武道館  

伊集院弓道場  

伊集院相撲場  

 

妙円寺中央公園 

 

 

 

 

 伊集院総合 
運動公園 

日吉総合体育館  

日吉テニスコート  

日吉弓道場  

日吉相撲道場  

日吉運動公園グラウンド  

日吉グラウンドゴルフ場  

日吉管理棟  

日吉多目的広場  

日吉研修棟  

日吉武道館  

吹上勤労者体育センター  

永吉地区体育広場  

永吉地区体育館  

 

 

 

 

吹上浜公園 

60 

120 

50

１時間につき 

吹上浜公園相撲場 

13  相撲場 

【お問い合わせ先】 

（単位：円） 

施　　設　　名 連　絡　先 電話番号 施　　設　　名 連　絡　先 電話番号 

東
　
　
市
　
　
来 

日
　
　
吉 

吹
　
　
上 

伊
　
　
　
集
　
　
　
院 

湯之元球場 

体育館 

 

 

 

 

テニスコート 

ソフトボール場 

ゲートボール場 

陸上競技場 

テニスコート 

プール 

野球場 

グラウンドゴルフ場 

多目的広場 

サッカー場 

チェスト小鶴ドーム 

B＆G東市来海洋センター 

 

 
こけけドーム 

東市来総合運動公園 

高山地区交流センター 

 

東市来支所教育振興課 

 

 

 

 

伊集院総合体育館 

 

 

 

 

 

 

伊集院総合運動公園 

 

 

 

チェスト小鶴ドーム 

274－2401 

 

 
274－9211 

274－0405 

274－9856 

 

274－2111 

 

 

 

 

273－1033 

 

 

 

 

 

 

272－2525 

 

 

 

273－4212

陸上競技場 

野球場 

体育館 

多目的体育広場 

テニスコート 

弓道場 

相撲場 

グラウンドゴルフ場 

ゲートボール場 

日吉総合体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹上浜公園体育館 

292－2056 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

296－3077

■
ケ
ブ
カ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ 

　
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
一
種
で
、
幼
虫

が
イ
ヌ
マ
キ
の
樹
皮
下
を
食
害
し
、

二
〜
三
年
で
木
を
枯
ら
し
て
し
ま
い

ま
す
。
被
害
に
あ
っ
た
木
は
幹
が
ら

せ
ん
状
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
り
、

成
虫
が
脱
出
し
た
三
㍉
㍍
程
度
の
穴

が
多
数
開
い
て
い
た
り
し
ま
す
。 

　
駆
除
方
法
は
、
幼
虫
は
樹
皮
の
下

に
い
る
た
め
薬
剤
の
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
成
虫
が
樹
皮
か
ら
出
て

く
る
四
月
上
旬
か
ら
三
週
間
置
き
に

「
ス
ミ
パ
イ
ン
乳
剤
（
一
八
〇
倍
）」

を
二
〜
三
回
程
度
散
布
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
枯
死
木
に
つ
い

て
は
、
早
め
に
処
分
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。 

■
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク 

　「
蛾
」
の
一
種
で
、
幼
虫
が
イ
ヌ

マ
キ
の
葉
を
食
害
し
て
木
を
枯
ら
し

て
し
ま
い
ま
す
。
木
を
揺
ら
す
と
幼

虫
が
糸
に
ぶ
ら
下
が
り
落
ち
て
き
ま

す
。
駆
除
方
法
は
、
幼
虫
に
四
、
〇

〇
〇
倍
に
希
釈
し
た
「
ト
レ
ボ
ン
乳

剤
」
を
散
布
し
ま
す
。
三
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
年
間
四
回
も
発
生
し
、

飛
び
回
り
ま
す
。
防
除
の
方
法
は
イ

ヌ
マ
キ
を
定
期
的
に
観
察
し
、
幼
虫

を
早
期
発
見
・
防
除
を
実
施
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

・
日
置
市
役
所
本
庁
お
よ
び 

　
各
支
所
農
林
水
産
課
林
務
水
産
係 

・
か
ご
し
ま
森
林
組
合
ひ
お
き
支
所 

　
　
　
　
　
二
七
四
―
二
七
〇
三 

　
市
民
生
活
課
で
は
、
住
民
異
動
届

や
戸
籍
の
届
出
等
の
際
、
本
人
確
認

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
住
民
基

本
台
帳
法
な
ら
び
に
戸
籍
法
の
改
正

等
に
伴
い
、
住
民
票
や
戸
籍
等
の
証

明
書
請
求
の
際
に
も
運
転
免
許
証
な

ど
に
よ
り
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
及
び

郵
便
申
請
を
さ
れ
た
方
の
本
人
確
認

を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
の
個
人
情
報
保
護
と

不
正
請
求
抑
止
の
た
め
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

■
実
施
日 

　
平
成
二
十
年
五
月
一
日
か
ら 

■
対
象
と
な
る
証
明
等 

　
住
民
票
の
写
し 

　
住
民
票
記
載
事
項
証
明 

　
戸
籍
謄
・
抄
本 

　
戸
籍
・
除
籍
の
事
項
証
明
書 

　
戸
籍
届
書
受
理
証
明
書 

　
戸
籍
届
書
記
載
事
項
証
明
書 

　
戸
籍
附
票
の
写
し 

■
本
人
確
認
の
方
法 

　
届
出
や
証
明
書
等
の
請
求
の
際
に
、

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
や
郵
便
申
請
を

さ
れ
た
方
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
等
・

パ
ス
ポ
ー
ト
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
等
）
を
提
示
（
郵
便
申
請
の
場
合

は
コ
ピ
ー
を
同
封
）
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
市
民
生
活
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

●
暖
か
く
な
っ
て
き
て
活
動
す
る
イ
ヌ

　
マ
キ
の
害
虫
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
イ
ヌ
マ
キ
は
ヒ
ト
ツ
バ
と
も
呼
ば

れ
、
庭
園
や
生
垣
、
果
樹
の
防
風
林

な
ど
と
し
て
広
く
植
栽
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
最
近
、
日
置
市
内
に
お
い
て

も
イ
ヌ
マ
キ
が
衰
弱
し
た
り
、
枯
れ

る
被
害
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
ケ
ブ
カ
ト
ラ

カ
ミ
キ
リ
と
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
に

よ
る
被
害
で
す
。
駆
除
の
方
法
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

駆
除
の
際
は
、
薬
剤
が
体
に
付
着
し

な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。 

イヌマキを 
害虫から守りましょう 
イヌマキを 
害虫から守りましょう 
イヌマキを 
害虫から守りましょう 

住民票の写し・戸籍謄本等の 
請求の際には 
本人確認書類が必要になります。 

▲成虫（体調約１cm） ▲被害にあった木の幹 

▲キオビエダシャクの成虫 ▲キオビエダシャクの幼虫 



健
や
か
な
青
少
年
育
成
の
た
め
に 彼

岸
相
撲
大
会 

特
産
品
で 

東
北
福
祉
大
学
野
球
部 

　
　
　
　
　
　
を
歓
迎 

東
北
福
祉
大
学
野
球
部
歓
迎
会 

　
東
市
来
地
域
の
Ｂ
＆
Ｇ
東
市
来
海

洋
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
相
撲
場
で
、
三

月
二
十
日
（
春
分
の
日
）、
第
三
十

六
回
彼
岸
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
、

小
学
一
年
生
の
ち
び
っ
こ
か
ら
高
校

生
ま
で
総
勢
一
四
〇
人
（
小
学
生
一

二
五
人
、
高
校
生
十
五
人
）
が
出
場

し
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
大
正
二
年
よ
り
続

い
て
い
る
伝
統
行
事
で
、
個
人
戦
、

勝
ち
抜
き
戦
、
団
体
戦
、
紅
白
戦
が

あ
り
、
歓
声
や
笑
い
の
中
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
団
体
・
個
人
戦
の
優
勝
等
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。 

　団
体
戦 

 

小
学
生 

　
優
　
勝
　
鶴
丸
Ａ 

　
準
優
勝
　
伊
作
田
Ａ 

高
校
生 

　
優
　
勝
　
樟
南
高
校 

 

　個
人
戦 

 

小
四
男
子 

　
優
　
勝
　
平
原
　
雄
大
（
鶴
　
丸
） 

　
準
優
勝
　
関
山
　
　
健
（
湯
　
田
） 

小
五
男
子 

　
優
　
勝
　
永
井
　
莉
久
（
湯
　
田
） 

　
準
優
勝
　
吉
村
　
勝
志
（
伊
作
田
） 

小
六
男
子 

　
優
　
勝
　
　
田
　
圭
佑
（
鶴
　
丸
） 

　
準
優
勝
　
平
田
　
悠
貴
（
鶴
　
丸
） 

小
四
女
子 

　
優
　
勝
　
永
山
亜
梨
沙
（
伊
作
田
） 

　
準
優
勝
　
宮
前
え
み
り
（
皆
　
田
） 

小
五
女
子 

　
優
　
勝
　
奥
薗
　
聖
奈
（
鶴
　
丸
） 

　
準
優
勝
　
福
元
　
悠
こ
（
鶴
　
丸
） 

小
六
女
子 

　
優
　
勝
　
前
田
　
明
香
（
伊
作
田
） 

　
準
優
勝
　
江
藤
み
な
み
（
伊
作
田
） 

高
校
生 

　
優
　
勝
　
内
　
祐
基
（
鹿
児
島
商
業
） 

大
会
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
日
置
市
を
訪
問 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８ 

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０

８
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
（
県
実
行
委

員
会
、
地
域
推
進
員
）
が
三
月
二
十

六
日
、
日
置
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
今
年
開

催
さ
れ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島

２
０
０
８
を
Ｐ
Ｒ
し
、
県
民
に
大
会

へ
の
参
加
や
協
力
を
お
願
い
す
る
た

め
、
県
内
各
地
を
訪
問
す
る
も
の
。 

　
当
日
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
員
か
ら

宮
路
市
長
へ
大
会
実
行
委
員
会
会
長

（
伊
藤
知
事
）
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
手
渡
さ
れ
、
地
域
推
進
員
か
ら
大

会
マ
ス
コ
ッ
ト
「
さ
く
ら
じ
ま
ん
」

の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
大
会
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
宮
路
市
長
は

「
本
市
で
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
市

全
体
で
大
会
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
大
会
開
催
に
向
け
て
、
市
内
各
地

域
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
も
大
会
Ｐ
Ｒ

グ
ッ
ズ
作
成
な
ど
準
備
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。 

　
伊
集
院
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
は
二
月
二
十
五
日
、
大
会
マ
ス

コ
ッ
ト
「
さ
く
ら
じ
ま
ん
」
の
ぬ
い

ぐ
る
み
作
り
を
し
ま
し
た
。
始
め
は

時
間
が
か
か
っ
て
い
た
作
業
も
、
二

個
三
個
と
作
る
う
ち
に
慣
れ
て
き
た

様
子
。
参
加
し
て
い
た
　
田
代
津
子

さ
ん
は
「
一
つ
一
つ
手
縫
い
で
作
る

作
業
も
、
皆
で
取
り
組
め
ば
速
い
し
、

楽
し
い
で
す
。
県
外
か
ら
の
来
訪
者

へ
〝
鹿
児
島
の
よ
さ
〞
を
Ｐ
Ｒ
で
き

れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。 

　
三
月
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
伊
集

院
地
域
で
キ
ャ
ン
プ
を
張
る
東
北
福

祉
大
学
野
球
部
の
歓
迎
会
が
三
月
三

日
、
ゆ
す
い
ん
（
伊
集
院
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
歓
迎
会
で
は
山
路
哲
生
監
督
に
花

束
が
贈
呈
さ
れ
、
宮
路
市
長
が
「
本

拠
地
の
仙
台
市
よ
り
暖
か
い
気
候
の

本
市
で
練
習
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
激
励
。
そ
の
後
、
田
代
教
育

長
か
ら
山
路
監
督
へ
市
特
産
の
い
ち

ご
と
ポ
ン
カ
ン
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
置
市
で
調
整
し
た
東
北
福
祉
大

学
野
球
部
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

暴
れ
牛
に
豊
作
を
祈
願 

ユーモアたっぷりに豊作祈願 

た
じ
ま
ど
ん 

稲
荷
神
社
お
田
植
え
祭 

　
吹
上
町
東
宮
内
の
大
汝
牟
遅
神
社

で
一
年
間
の
五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災

を
祈
る
田
園
劇
、「
た
じ
ま
ど
ん
」

が
三
月
九
日
、
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
た
じ
ま
ど
ん
は
、
島
津
忠
良
公
が

久
多
島
に
ゆ
か
り
の
天
智
天
皇
の
妃

と
皇
女
の
慰
霊
祭
を
執
り
行
っ
た
こ

と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
劇
は
田
植
え
の
準
備
に
取
り
掛
か

る
様
子
を
再
現
。
な
か
な
か
は
か
ど

ら
な
い
農
作
業
に
牛
を
要
請
す
る
農

夫
。
し
か
し
、
牛
は
モ
ガ
を
引
く
ど

こ
ろ
か
、
寝
た
り
、
暴
れ
た
り
。 

　
見
物
人
も
竹
筒
で
ヤ
ツ
デ
の
実
を

吹
き
つ
け
、
牛
に
は
っ
ぱ
を
か
け
ま

し
た
。
斉
田
に
見
立
て
た
境
内
で
、

氏
子
が
ふ
ん
す
る
牛
や
鼻
取
の
珍
妙

な
や
り
取
り
に
、
見
物
客
は
春
雨
に

濡
れ
る
の
も
忘
れ
て
見
入
り
ま
し
た
。 

　
牛
が
暴
れ
、
砂
を
ま
く
所
作
は
雨

の
恵
み
を
、
見
物
客
に
振
る
舞
わ
れ

た
小
さ
な
お
に
ぎ
り
「
ト
ッ
ノ
コ
」

は
無
病
息
災
を
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
田

園
劇
に
は
、
た
く
さ
ん
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
お
田
植
え

祭
が
三
月
三
日
、
稲
荷
神
社
（
東
市

来
地
域
）
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
見
物

客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
水
田
を
か
た
ど
っ
た
境
内
で
は
、

テ
チ
ョ
（
亭
主
）、
カ
カ
（
妻
）
と

オ
ン
ジ
ョ
（
父
親
）
役
に
扮
し
た
三

人
が
稲
作
の
風
景
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に

演
じ
る
田
園
即
興
劇
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
会
場
は
笑
い
の
渦
に
つ
つ
ま
れ

ま
し
た
。 

　「
一
升
蒔
き
ゃ
十
三
俵
」
と
モ
ミ

を
蒔
い
た
後
に
は
、
湯
田
小
五
年
の

生
徒
が
苗
に
見
立
て
た
松
の
葉
を
植

え
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

もちに託した五穀豊穣 

も
ち
ひ
っ
ぱ
れ 

　
お
供
え
餅
を
口
で
引
っ
張
り
合
う

五
穀
豊
穣
の
祭
り
、「
も
ち
ひ
っ
ぱ
れ
」

が
三
月
二
十
日
、
吹
上
町
小
野
の
田

の
神
像
前
で
あ
り
ま
し
た
。
以
前
は

吹
上
地
域
の
数
地
区
で
行
わ
れ
て
い

た
こ
の
祭
り
も
、
存
続
さ
れ
て
い
る

の
は
小
野
自
治
会
だ
け
。
行
事
は
、

集
落
に
あ
る
奥
神
社
の
例
祭
に
供
え

ら
れ
た
餅
を
振
る
舞
う
た
め
に
始
め

ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

　「
毎
年
対
戦
し
て
い
る
」
と
い
う

花
田
小
の
脇
恵
美
さ
ん
、
芳
和
君
兄

弟
は
、
餅
を
は
さ
ん
で
真
剣
勝
負
。

二
十
㌢
ほ
ど
の
餅
を
、
引
い
た
り
、

押
し
た
り
の
駆
け
引
き
で
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
が
減
っ
た
分
、
地
域
の
高

齢
者
も
積
極
的
に
出
場
。
昔
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
顔
で
威
嚇
し
た
り
す

る
な
ど
、
絶
妙
の
技
を
見
せ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
「
天
気
も
良
く
、
元
気

も
よ
く
、
楽
し
く
引
っ
ぱ
っ
て
、
田

の
神
さ
ぁ
も
大
喜
び
じ
ゃ
が
」
と
一

年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。 

山
に
と
ど
ろ
く
櫓
拍
子 

船
こ
ぎ
祭
り 

▲見物客にふるまわれた「トッノコ」 

　
猿
田
彦
命
（
さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ

と
）
が
、
海
上
保
安
の
重
責
を
果
た

し
た
と
い
う
神
徳
を
た
た
え
る
船
こ

ぎ
祭
り
が
三
月
二
十
日
、
吹
上
町
上

田
尻
の
船
木
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
祭
り
は
、
氏
子
ら
が
神
社
の
境
内

に
湾
状
に
位
置
し
、
社
殿
に
納
め
ら

れ
た
大
小
の
模
型
船
を
、
手
渡
し
し

な
が
ら
一
周
さ
せ
、
再
び
社
殿
に
納

め
る
も
の
。
社
殿
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

形
の
船
、
数
十
隻
が
納
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
氏
子
ら
約
三
十
人
は
、
模
型
船
を

手
に
す
る
と
、
船
木
山
に
と
ど
ろ
く

よ
う
な
「
エ
ン
ヤ
オ
ー
、
エ
ン
ヤ
オ

ー
」
の
櫓
拍
子
と
と
も
に
、
顔
の
前

で
三
回
ず
つ
揺
り
回
し
て
隣
へ
と
手

渡
し
。
模
型
船
は
、
年
に
一
度
、
境

内
の
海
を
航
海
し
ま
し
た
。 

　
早
期
米
の
準
備
が
整
っ
た
田
に
取

り
囲
ま
れ
た
船
木
神
社
は
、
そ
の
昔
、

湖
水
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
海
上
保

安
を
願
う
祭
り
は
、
五
穀
豊
穣
の
願

い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ろ 

熱
戦
が
続
き
ま
し
た 

▲
 

大
会
開
催
に
向
け 

　
市
内
各
地
で
準
備
が
ス
タ
ー
ト 



安
全
安
心
、そ
し
て
経
営
安
定
を 

吹
上
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
出
発
式 

安
心
し
て
農
業
に
取
り
組
む
た
め
に 

平
成
十
九
年
度
日
置
市
家
族
経
営
協
定
調
印
式 

　
平
成
二
十
年
産
吹
上
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
出
発
式
が
二
月
二
十
九
日
、
吹
上

町
永
吉
の
管
理
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
発
式
に
は
栽
培
農
家
の
ほ
か
、
農

協
や
農
政
関
係
者
な
ど
五
十
人
が
出

席
。 

　
栽
培
農
家
ら
は
「
今
年
新
調
し
た
」

ア
ス
パ
ラ
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ハ
ッ

ピ
を
着
て
、
決
意
も
新
た
に
、
今
年

産
の
一
層
の
安
全
安
心
の
推
進
と
経

営
の
安
定
を
願
い
ま
し
た
。 

　
吹
上
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
平
成
十
年
、

栽
培
者
四
戸
、
三
十
四
㌃
で
栽
培
が

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
同
十
三
年
に

は
吹
上
町
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
部
会

が
発
足
。
今
年
は
、
農
家
十
戸
と
農

業
公
社
が
三
㌶
に
栽
培
し
ま
す
。 

　
同
部
会
の
三
窪
会
長
は
「
十
年
を

経
過
し
反
収
は
着
実
に
伸
び
て
い
る
。

栽
培
技
術
の
高
位
平
準
化
を
目
指
し

た
い
」
と
、
今
年
の
意
欲
を
話
し
ま

し
た
。 

　
吹
上
ア
ス
パ
ラ
は
今
年
も
、「
か

ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
商
品
」

の
認
証
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
部

会
員
全
員
が
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

者
と
し
て
、
県
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。 

　
平
成
十
九
年
度
日
置
市
家
族
経
営

協
定
調
印
式
が
二
月
二
十
五
日
、
市

役
所
で
行
わ
れ
、
肉
用
牛
農
家
の
尾

堂
勝
哉
さ
ん
・
み
い
子
さ
ん
・
武
志

さ
ん
（
伊
集
院
）、
い
ち
ご
農
家
の

奥
和
俊
さ
ん
・
京
子
さ
ん
（
東
市
来
）

の
二
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。 

　
家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
全
員

が
、
意
欲
と
い
き
が
い
を
も
っ
て
農

業
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
経
営
方

法
や
報
酬
、
休
日
、
経
営
移
譲
計
画
、

生
活
上
の
諸
事
項
に
つ
い
て
取
り
決

め
を
行
う
こ
と
で
す
。 

　
当
日
は
、
家
族
ご
と
に
協
定
書
を

朗
読
し
た
後
、
協
定
書
に
調
印
。
協

定
農
家
代
表
の
あ
い
さ
つ
で
は
尾
堂

勝
哉
さ
ん
が
「
こ
の
協
定
を
機
に
家

族
全
員
が
協
力
し
合
い
、
経
営
規
模

の
拡
大
や
経
営
管
理
の
合
理
化
な
ど

の
新
た
な
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し

た
。 

日
置
地
区
植
樹
祭 

チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム 

　
平
成
十
九
年
度
日
置
地
区
植
樹
祭

が
二
月
九
日
、
伊
集
院
総
合
運
動
公

園
「
チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
植
樹
祭
テ
ー
マ
コ

ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
、

堯
ち
と
せ
さ
ん
（
伊
集
院
小
学
校
五

年
）
の
「
広
げ
よ
う
　
未
来
へ
続
く

　
緑
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
、
林
業
関

係
者
や
緑
の
少
年
団
な
ど
約
三
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
林
業

振
興
や
緑
化
活
動
に
長
年
貢
献
さ
れ

た
個
人
や
団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
終
了
後
は
参
加
者
全
員

に
よ
り
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
イ
ロ
ハ

モ
ミ
ジ
、
ツ
ツ
ジ
の
植
栽
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
日
本
野
鳥
の
会
鹿
児
島
支
部

に
よ
る
「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
と
、

か
ご
し
ま
森
林
組
合
ひ
お
き
支
所
に

よ
る
「
間
伐
作
業
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
植
樹
祭
で
表
彰
さ
れ
た
市
内
関
係

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

 

日
置
地
区
林
業
振
興
協
議
会
長
表
彰 

林
業
・
緑
化
功
労
者 

　
上
神
殿
生
産
森
林
組
合
（
伊
集
院
） 

林
業
技
術
協
議
会 

　
吉
満
富
士
夫
（
伊
集
院
） 

　
岡
村
　
武
夫
（
日
吉
） 

　
野
元
　
　
覚
（
日
吉
） 

地
区
植
樹
祭
テ
ー
マ 

　
堯
　
ち
と
せ
（
伊
集
院
小
学
校
五
年
） 

日
置
市
長
表
彰 

林
業
・
緑
化
功
労
者 

　
入
江
田
隆
志
（
伊
集
院
） 

　
徳
重
　
　
榮
（
東
市
来
） 

日
置
地
区
林
材
協
会
長
表
彰 

　
㈱
福
地
建
設
（
東
市
来
） 

　
㈲
郡
山
木
材
建
設
（
伊
集
院
） 

平
和
を
誓
う 

日
吉
町
戦
没
者
追
悼
式 

観
光
、定
住
促
進
に
期
待 美

山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通 

５３
年
の
歴
史
に
幕 

日
置
市
永
吉
出
張
所
閉
所 

　
東
市
来
地
域
の
南
九
州
西
回
り
自

動
車
道
に
美
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
が
新
設
さ
れ
、
三
月
三
十

一
日
、
午
前
十
時
か
ら
開
通
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
住
民
ら
関
係

者
一
五
〇
人
が
出
席
し
、
安
全
を
祈

願
し
て
神
事
や
開
通
式
典
、
渡
り
初

め
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
美
山
Ｉ
Ｃ
は
、
ハ
ー
フ
イ
ン
タ
ー

方
式
で
、
鹿
児
島
市
へ
向
か
う
入
口

と
同
市
か
ら
の
出
口
し
か
な
く
、
い

ち
き
串
木
野
市
方
面
に
は
乗
り
入
れ

で
き
ま
せ
ん
。 

　
午
後
二
時
よ
り
開
通
さ
れ
、
二
時

前
に
乗
り
入
れ
た
第
一
号
の
方
は
、

長
里
地
域
在
住
の
瀬
戸
口
裕
和
さ
ん

で
、「
も
う
開
通
し
て
い
る
の
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
鹿
児
島
市
に
も

近
い
の
で
今
後
も
利
用
し
た
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
入
口
と
出
口
に
て
地
域
住
民
か
ら

先
着
各
十
人
の
方
に
薩
摩
焼
、
特
産

品
が
配
ら
れ
ま
し
た
。 

　
日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
三
月

五
日
、
日
吉
町
戦
没
者
追
悼
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
日
吉
町
遺
族
会
会
長
の
的
場
勝
さ

ん
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
宮
路
市
長
、

畠
中
市
議
会
議
長
、
遺
族
代
表
者
の

寺
前
清
美
さ
ん
が
追
悼
の
あ
い
さ
つ
。

そ
の
中
で
戦
争
の
な
い
平
和
を
祈
る

誓
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
昭
和
三
十
年
四
月
、
伊
作
町
と
の

合
併
に
伴
い
永
吉
村
が
閉
村
。
以
来
、

永
吉
地
区
の
行
政
総
合
窓
口
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
た
永
吉
出
張
所
が
三

月
三
十
一
日
、
閉
所
し
ま
し
た
。 

　
吹
上
町
永
吉
支
所
、
そ
し
て
日
置

市
永
吉
出
張
所
と
し
て
五
十
三
年
。

地
域
に
愛
さ
れ
、
時
代
の
流
れ
を
見

守
っ
た
拠
点
に
別
れ
を
告
げ
よ
う
と
、

永
吉
地
区
公
民
館
が
閉
所
式
を
企
画
。

地
区
民
や
行
政
関
係
者
七
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

　「
い
よ
い
よ
か
」「
さ
び
し
い
ね
」

の
声
が
漏
れ
る
中
、「
こ
の
節
目
を

地
域
の
歴
史
と
し
て
引
き
継
い
で
行

き
ま
し
ょ
う
」
と
、
久
木
　
館
長
が

あ
い
さ
つ
。
出
張
所
最
後
の
業
務
と

し
て
、
予
約
し
て
い
た
市
民
に
住
民

票
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
横
山
副
市
長
ら
が
そ
の
看
板
を
取

り
は
ず
し
、
永
吉
出
張
所
は
そ
の
役

目
を
静
か
に
終
え
ま
し
た
。 

　
新
年
度
か
ら
は
、
永
吉
郵
便
局
で

発
行
事
務
な
ど
が
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。 

希
望
を
胸
に
、
１０
人
が
門
出 

平
成
二
十
年
市
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
式 

　
市
中
央
公
民
館
で
市
自
衛
隊
入
隊

者
壮
行
式
が
三
月
十
七
日
、
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
式
に
は
、
平
成
二
十
年
入
隊
者
十

人
を
は
じ
め
、
市
や
自
衛
隊
関
係
者
、

市
内
自
衛
隊
父
兄
会
の
方
々
が
出
席
。

湯
田
平
副
市
長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
入

校
、
入
隊
先
で
友
人
を
た
く
さ
ん
作

り
、
共
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
五

月
の
連
休
に
立
派
な
姿
で
帰
省
し
て

く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
激
励
。
そ
れ
に
応
え
て
、
入

隊
者
代
表
の
古
川
悠
司
さ
ん
（
吹
上
）

が
「
激
励
の
言
葉
を
肝
に
銘
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
入
校
、
入
隊
先
で
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。 



  

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

上
和
田
若
菜
　
　
利
美
　
　
妙
円
寺
九
区 

田
島
　
瑛
太
　
　
陽
太
郎
　
妙
円
寺
三
区 

岡
田
　
悠
冶
　
　
浩
繁
　
　
向
江
町
　 

池
水
　
充
希
　
　
宏
明
　
　
中
福
良 

草
原
　
鈴
奈
　
　
光
喜
　
　
郡
下 

山
口
　
寛
斗
　
　
和
寛
　
　
荒
瀬 

内
田
　
陽
仁
　
　
雅
之
　
　
妙
円
寺
五
区 

平
田
　
り
み
　
　
裕
樹
　
　
妙
円
寺
九
区 

岡
村
　
奈
美
　
　
眞
一
郎
　
上
之
馬
場 

迫
田
　
　
仁
　
　
昌
仁
　
　
向
江
町 

松
元
　
蕾
花
　
　
孝
幸
　
　
猪
鹿
倉 

外
園
　
　
翔
　
　
佑
樹
　
　
大
田
上 

元
山
　
　
道
　
　
寿
哉
　
　
瀬
戸
内  

達
山
　
琉
斗
　
　
博
　
　
　
大
田
中 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

町
田
　
　
彩
　
　
浩
和
　
　
坂
之
上
下 

小
村
　
桃
果
　
　
眞
吾
　
　
江
口 

牟
田
神
西
壮
　
　
忠
　
　
　
古
市 

下
野
陽
菜
太
　
　
和
典
　
　
田
代 

田
渕
　
美
伎
　
　
仁
　
　
　
田
代 

高
竿
香
穂
子
　
　
拓
也
　
　
向
湯
田 

久
保
　
心
温
　
　
茂
雄
　
　
元
湯 

下
池
　
千
尋
　
　
光
　
　
　
上
野
西 

橘
木
朱
綺
矢
　
　
大
作
　
　
麓
下 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

迫
　
　
一
馬
　
　
竜
一
　
　
中
区 

西
元
香
梨
奈
　
　
大
介
　
　
草
原 

鎌
ヶ
迫
流
星
　
　
勉
　
　
　
麓 

丸
山
　
陽
愛
　
　
浩
文
　
　
熊
野 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

西
村
　
光
姫
　
　
匡
史
　
　
下
田
尻 

川
邊
せ
つ
ら
　
　
洋
三
　
　
下
中
之
里 

安
楽
　
桃
花
　
　
隆
　
　
　
南
宮
内 

坂
上
　
眞
菜
　
　
英
一
　
　
川
久
保 

平
原
　
亜
珠
　
　
真
吾
　
　
苙
岡 

下
笠
　
花
音
　
　
政
一
　
　
苙
岡 

下
窪
　
倖
太
　
　
幸
也
　
　
上
中
之
里 

       

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

千
石
　
和
之
　
　
80
　
徳
重
東 

有
馬
　
ミ
子
　
　
94
　
麦
生
田
下 

吉
永
　
義
盛
　
　
79
　
下
方
限 

上
　
フ
ヂ
ヱ
　
　
92
　
中
川 

早
瀬
　
チ
ヱ
　
　
91
　
下
神
殿
二
区 

面
　
　
教
子
　
　
81
　
郡
下 

南
　
ミ
ツ
エ
　
　
92
　
上
神
殿 

松
尾
　
榮
二
　
　
89
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
区 

宇
都
　
正
照
　
　
60
　
郡
下 

遠
矢
能
理
子
　
　
89
　
上
之
馬
場 

福
元
　
勇
雄
　
　
90
　
下
方
限 

玉
利
　
和
雄
　
　
80
　
駅
前 

濱
田
イ
ク
ヨ
　
　
88
　
下
方
限 

千
代
盛
ヒ
ロ
　
　
88
　
向
江
町 

池
畑
　
亀
雄
　
　
83
　
妙
円
寺
七
区 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

横
枕
　
　
孜
　
　
79
　
田
代 

久
留
　
　
淳
　
　
90
　
元
湯 

石
原
　
隆
夫
　
　
71
　
元
湯 

國
分
　
サ
ダ
　
　
93
　
田
之
湯 

中
池
　
フ
ミ
　
　
83
　
中
央 

木
場
　
久
子
　
　
82
　
田
之
湯 

谷
口
　
　
直
　
　
92
　
坂
之
上
下 

橘
木
　
勝
巳
　
　
78
　
杉
之
迫 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

滿
尾
佐
智
枝
　
　
49
　
帆
之
港 

西
元
　
道
雄
　
　
60
　
八
幡 

野
元
　
一
喜
　
　
81
　
草
原 

永
山
　
　
亨
　
　
77
　
草
原 

内
山
　
　
巖
　
　
89
　
青
松
園 

諏
訪
免
　
望
　
　
84
　
北
区 

坊
野
　
信
夫
　
　
81
　
青
松
園 

加
藤
シ
ヅ
子
　
　
81
　
柿
の
谷 

窪
　
　
兼
廣
　
　
87
　
中
区 

川
畑
　
實
良
　
　
84
　
草
原 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

末
吉
シ
ヅ
ヱ
　
　
90
　
坊
野 

印
口
　
ヒ
デ
　
　
102
　
印
口 

有
川
ミ
ツ
ヱ
　
　
87
　
入
来 

内
田
　
三
男
　
　
77
　
小
野
浜 

大
山
　
ヒ
デ
　
　
99
　
坊
野 

坂
口
ミ
チ
エ
　
　
87
　
下
田
尻 

田
中
　
末
子
　
　
74
　
日
添 

久
保
フ
ヂ
エ
　
　
85
　
亀
原 

横
山
　
秀
治
　
　
85
　
榎
下 

川
路
マ
ス
エ
　
　
79
　
入
来 

折
田
マ
サ
子
　
　
77
　
小
牧 

三
原
美
佐
子
　
　
97
　
入
来
浜 

大
寺
　
シ
エ
　
　
92
　
下
草
田 

有
馬
　
親
義
　
　
88
　
坊
野 

安
藤
ま
り
子
　
　
72
　
下
田
尻 

　
わ
か
な
 

　
え
い
た
 

　
ゆ
う
や
 

　
あ
つ
き
 

　
　
れ
　
な
 

　
ひ
ろ
と
 

　
は
る
と
 

 　
　
な
　
み
 

　
　
　
　じ
ん
 

　
　ら
い
か
 

　
れ
ん
と
 

　
　
　
た
お
 

　
　り
ゅ
う
と
 

   　
　
　
あ
や
 

　
　
も
　
か
 

　
　
　
そ
う
 

ひ
　
な
　
た
 

　
　よ
し
き
 

か
　
ほ
　
こ
 

　
　
し
お
ん
 

　
　
ち
ひ
ろ
 

と
　
き
　
や
 

 

　
　か
ず
ま
 

か
　
り
　
な
 

　
　り
ゅ
う
せ
い
 

　
　
ひ
よ
り
 

   　
み
つ
き
 

 　
も
も
か
 

　
　
ま
　
な
 

　
　
あ
　
み
 

　
　
か
の
ん
 

　
こ
う
た
 

３
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

３
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

英
語
で
話
そ
う お

話
会 

　
毎
月
一
回
の
お
話
会
が
日
吉
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、
今
回
は
日
吉
地

域
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ス
プ

リ
ン
グ
先
生
が
「
テ
デ
ィ
ベ
ア
」
の

大
型
絵
本
を
英
語
で
読
ん
で
く
だ
さ

い
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
十
九
人
の
子
ど
も
た
ち

は
上
手
な
発
音
で
英
単
語
を
言
っ
た

り
、
英
語
の
歌
を
楽
し
く
歌
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。 

ひ
よ
し
ま
る
号
が
来
た
よ 

巡
回
移
動
図
書
館
車 

　
毎
月
第
二
土
曜
日
に
、
ひ
よ
し
ま

る
号
こ
と
巡
回
移
動
図
書
館
車
が
各

地
区
の
拠
点
に
回
っ
て
き
ま
す
。 

　
当
日
も
、
ひ
よ
し
ま
る
号
か
ら
曲

が
流
れ
る
と
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が

か
け
よ
り
、
本
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。 

　
多
く
の
人
が
ひ
よ
し
ま
る
号
を
利

用
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。 

※
訂
正
と
お
詫
び 

　
広
報
ひ
お
き
３
月
号
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び 

し
ま
す
。（
敬
称
略
） 

Ｐ
６
　「
伊
集
院
地
域
女
性
大
会
」
１１
行
目 

　
誤
　
船
迫
ノ
ブ
子
会
長
　
↓
　
正
　
四
元
美
紗
会
長 

　
誤
　
窪
田
ヒ
ロ
子
　
　
　
↓
　
正
　
馬
場
園
マ
ユ
ミ 

Ｐ
１１
　「
ま
ち
の
話
題
・
多
宝
寺
跡
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
６
行
目 

　
誤
　
池
上
耕
正
会
長
　
　
↓
　
正
　
池
上
耕
成
会
長 

Ｐ
１７
　
お
め
で
た
・
東
市
来
地
域 

　
誤
　
石
原
　
壱
紗
　
↓
　
正
　
石
原
　
壱
紗 

か
ず
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
ず
さ 

「
生
き
が
い
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
考
え
る 

伊
集
院
地
域
生
涯
学
習
フ
ェ
ア 

　
伊
集
院
文
化
会
館
で
平
成
十
九
年

度
第
三
回
伊
集
院
地
域
生
涯
学
習
フ

ェ
ア
が
三
月
八
日
、
開
催
さ
れ
、
約

四
百
七
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
市
民
が
親
し
く
、
楽
し
く
、
心
豊

か
に
生
活
す
る
た
め
、
市
民
の
生
涯

学
習
へ
の
意
欲
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の

関
心
を
高
め
る
機
会
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
こ
の
大
会
は
、
公
民
館
講
座

の
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
開
幕
。
大
会
で
は
、

市
中
央
公
民
館
お
よ
び
地
域
各
地
区

公
民
館
講
座
の
修
了
生
代
表
六
人
に

終
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

学
習
成
果
発
表
で
は
講
座
生
に
よ
る

舞
踊
の
披
露
や
「
書
道
」
講
座
の
内

和
子
さ
ん
、「
市
青
少
年
海
外
派
遣

事
業
」
参
加
者
の
上
元
沙
弥
さ
ん
（
伊

集
院
高
校
二
年
）
の
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　「
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
は
、
妙
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
関
ヶ
原
戦
跡

踏
破
隊
が
今
年
度
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
講
演
に
は
、
落
語
家
の
笑
福
亭
松

枝
さ
ん
が
登
壇
。「
み
ん
な
違
う
顔
、

で
も
同
じ
ハ
ー
ト
」
の
演
題
で
講
演

し
ま
し
た
。 

第
十
七
回
グ
レ
ン
ツ
ェ
ン 

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞 

ア
ク
ロ
ス
福
岡 

　
　
　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

　
第
十
七
回
グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
西
日
本
大
会
が
三
月
二

十
七
日
か
ら
三
十
日
、
ア
ク
ロ
ス
福

岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

小
学
一
・
二
年
Ａ
コ
ー
ス
で
田
中
茉

紀
さ
ん
（
伊
集
院
北
小
学
校
）
が
銀

賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
内
最
大

級
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
北

は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
ま
で
、
毎
年

全
国
の
会
場
で
開
催
さ
れ
る
も
の
。 

田
中
さ
ん
は
「
私
も
、
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
大
き
な
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。 

卒
業
記
念
は
「
日
置
瓦
」 

日
吉
中
学
校 

　
日
吉
の
地
場
産
業
を
守
ろ
う
と
、

日
吉
中
学
校
が
卒
業
記
念
と
し
て
「
日

置
瓦
」
に
文
字
を
込
め
た
設
置
式
が

三
月
十
二
日
、
日
吉
町
運
動
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
五
〇
㌢
四
方
の
「
日
置
瓦
」
に
生

徒
た
ち
が
考
え
た
一
文
字
と
氏
名
を

入
れ
た
も
の
で
す
。
今
年
の
文
字
は

「
一
心
同
体
」
と
「
輪
」
で
し
た
。 

　
瓦
工
業
組
合
代
表
の
松
元
さ
ん
の

指
導
で
卒
業
記
念
が
出
来
上
が
り
生

徒
た
ち
は
感
慨
無
量
だ
っ
た
よ
う
で

す
。 

ひ
な
祭
り
コ
ン
サ
ー
ト 

住
吉
小
学
校 

　
住
吉
小
学
校
音
楽
室
で
ひ
な
祭
り

コ
ン
サ
ー
ト
が
三
月
三
日
、
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
学
年
ご
と
に
児
童
た
ち
の
好
き
な

曲
を
選
び
、
お
昼
休
み
な
ど
を
利
用

し
て
練
習
し
た
日
ご
ろ
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。 

　
女
の
子
の
お
祭
り
と
あ
っ
て
、
女

子
児
童
は
息
の
合
っ
た
演
奏
を
し
、

見
学
の
児
童
か
ら
拍
手
喝
采
で
し
た
。 

　
桃
の
節
句
に
ふ
さ
わ
し
い
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

▲笑福亭松枝さんの講演 

▲「まちづくりシンポジウム」 ▲オープニングを飾る「フラダンス」講座生 



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

内田　穂乃花ちゃん（１歳９か月） 

父　直樹さん　母　幸子さん 
（伊集院町下谷口） 

　外が好きで、毎日公園で遊んでいま
す。最近はテレビに合わせて歌も歌う
穂乃花ちゃん。元気な子に育ってね。 

■おかあさんから 

ほ　の　か 

　野　翔太くん（１歳３か月） 

父　秀幸さん　母　博美さん 
（伊集院町徳重） 

　わらべうた遊びが好きな翔太くん。
最近歩けるようになってうれしいみたい。
よく寝てよく食べて、元気に育ってほ
しいです。 

■おかあさんから 

しょう　た 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

  

　
東
市
来
地
域
で
「
オ
ー
ト
伊
作
田
」
を
営
む
古
川
さ
ん
は
、
伊
作
田
地
区
で
三
年
に
一

度
行
わ
れ
る
伊
作
田
踊
り
を
指
導
す
る
一
人
。「
今
年
は
そ
の
三
年
に
一
度
の
年
。
踊
り
の

指
導
や
準
備
も
四
月
か
ら
始
ま
り
、
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
い
ま
す
。
毎

日
の
仕
事
を
終
え
て
か
ら
の
踊
り
の
指
導
と
道
具
作
り
。「
三
年
に
一
度
の
大
イ
ベ
ン
ト
だ

か
ら
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
た
い
。
地
域
文
化
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
若
い
世
代

へ
精
一
杯
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。 

　
そ
ん
な
多
忙
な
古
川
さ
ん
を
癒
し
て
く
れ
る
の
は
毎
日
の
晩
酌
だ
そ
う
。
ネ
ー
ミ
ン
グ

や
ラ
ベ
ル
に
ひ
か
れ
て
三
年
前
か
ら
集
め
始
め
た
焼
酎
は
千
本
以
上
。
県
内
の
芋
焼
酎
を

中
心
に
集
め
て
い
る
古
川
さ
ん
の
自
宅
に
は
焼
酎
専
用
部
屋
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
芋
焼

酎
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。「
若
い
頃
か
ら
の
芋
焼
酎
愛
好
家
。
珍
し
い
焼
酎
が
複

数
手
に
入
れ
ば
、
地
域
住
民
と
の
交
流
会
で
み
ん
な
に
振
る
舞
い
〝
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〞

が
広
が
り
ま
す
」。
芋
焼
酎
愛
好
家
と
し
て
、
そ
の
収
集
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
人

と
の
情
報
交
換
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
古
川
さ
ん
。
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、
地
域
の
文
化
を
守
り
続
け
て
い
る
古
川
さ
ん
か
ら
は
、
〝
郷
土
を
思
う
心
〞
が
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。 

東市来町伊作田（中伊作田自治会） 

古川　和史さん〔57歳〕 
ふる かわ　　　かず ふみ 

　和田小学校の南、堀川に隣接する小高い丘が田中城
です。建久年中（1190～ 1199）に彼杵（そのき）親純
は和田八郎親純と名乗り、この田中城に居住し、伊作（現
在の吹上地域南部）を治めたと伝えられています。 
　田中城は頂上に本丸が築かれており、そこに石碑が
建立されています。田中城の中には土塁（防御用の土塀）
が残っているようです。 
　和田親純は藤原純友（瀬戸内地方で朝廷に反乱を起
こした）の弟伊予守遠純の子孫と伝えられています。
親純は伊作を領有していた平姓伊作氏の養子となり、
伊作の領有を子孫に受け継がせたとされています。 
　その後、平姓伊作氏の一族は、日置北郷（現在の日
吉地域吉利）や日置南郷（吹上地域永吉）、外小野を領
有し、あるいは加世田の益山を領有して益山氏を名乗
るなど、大いに繁栄しました。島津氏が勢力を伸ばし
て南下してきたときも、盛んに抵抗しましたが、南北
朝の動乱を境に衰えていきました。 
　　　　　〈引用参考文献〉 

　　　　　　『吹上郷土誌 通史編１』　　　　　吹上町教育委員会 

　　　　　　『吹上町の文化財と神話・伝説』　吹上教育委員会 

本
庁
か
ら
車
で
３５
分
、 

吹
上
支
所
か
ら
５
分 

Access

岩永　康英さん（66歳） 伊集院町妙円寺 

　「絵画講座」に入って３年目。絵画に限らず、
デッサンや油絵、水墨画など幅広く学んでいます。
孫を描きたくて始めた人物画のデッサンがきっか
けで、それからいろいろと挑戦しています。昨
年は、絵画を鹿児島県の水彩画展に出品。入
選することができました。絵画を始めて間もない
ですが、人に見てもらう、人の作品を見ることで、
自分に足りないものが見え、やる気が出てきます。
今後の目標は、県美展に出品できるほどの大き
な作品を作ること。これからもたくさんの人との交
流を楽しみに活動を続けたいですね。 

　
わ
た
し
の
夢
は
、
ピ
ア
ノ

の
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。

上
手
に
な
っ
て
、
み
ん
な
の

前
で
ひ
き
た
い
で
す
。
音
楽

集
会
で
み
ん
な
の
歌
と
、
ピ

ア
ノ
の
伴
奏
を
あ
わ
せ
た
と
き
、

と
て
も
き
れ
い
な
音
が
で
た

と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
た

お
母
さ
ん
は
、「
す
ご
い
、
す

ご
い
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、「
練
習
を
た

く
さ
ん
し
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
。」

と
思
い
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
の

他
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
は
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
す
。
大
会

で
優
勝
が
で
き
な
く
て
く
や

し
か
っ
た
で
す
。
大
会
は
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
来

年
に
向
け
て
、
練
習
し
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ス
の
友
達
の
み

ん
な
と
、
優
勝
目
指
し
て
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
夢
に
向
か
っ
て
、
色
々

な
こ
と
を
前
向
き
に
、
努
力

し
て
い
き
た
い
で
す
。 

わ
た
し
の
夢 

伊
集
院
北
小
学
校
六
年
　
野
崎
　
成
美
さ
ん 

の
　ざ
き
　
　
な
る
み 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　51,886人（△440） 

　男　　24,182人（△250） 

　女　　27,704人（△190） 

世帯数　22,155　（△109） 
4月1日現在 （　）は前月比 

春をひっぱれ 
　「今年も一年、豊作でありますように」。

そんな願いを込めて、田の神さあに真

新しいワラツトとお神酒を供えます。 

　必死の形相で餅を引っ張り合う姿に、

田の神さあもにっこり。 

（３/２０もちひっぱれ　P１２関連記事） 
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統 

　
平
成
十
九
年
四
月
に
小
原
・
市
来
・

本
平
・
川
畑
の
四
自
治
会
が
統
合

し
て
、
新
た
に
発
足
し
た
下
方
限

自
治
会
。
伊
集
院
地
域
の
ほ
ぼ
中

心
に
位
置
し
、
東
西
に
は
南
九
州

西
回
り
自
動
車
道
、
下
谷
口
川
が

通
る
田
園
風
景
広
が
る
地
域
に
は
、

平
成
二
十
年
四
月
一
日
現
在
で
百

八
十
八
世
帯
、
四
百
六
十
三
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
自
治
会
が
統
合
し
て
丸
一
年
が

経
ち
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
新
し

い
活
動
に
、
住
民
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

自
治
会
統
合
か
ら
一
年
　
住
民
の
「
和
」
が
活
動
を
支
え
る 

下
方
限
自
治
会（
伊
集
院
地
域
） 

し
も
ほ
う
ぎ
り 

下方限自治会 
（伊集院地域） 

▲下方限の田の神像 

▲新しい取り組み「子ども田の神講」 

▲自治会全体で取り組む河川清掃作業 

▲正木厳範会長 

合
し
て
丸
一
年
。
年
間
を
通
し

た
自
治
会
運
営
で
も
さ
ほ
ど
悩

む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と

い
う
の
も
、
旧
四
自
治
会
で
も
、
も

と
も
と
一
つ
の
公
民
館
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
し
、
行
事
を
一
緒
に
す
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
か
ら
。
今

で
は
む
し
ろ
、
旧
自
治
会
単
位
の
区

長
と
の
連
絡
が
密
に
な
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
に
住
民
が
参
加
し
や
す

い
体
制
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。 成

十
九
年
度
の
新
し
い
取
り
組

み
と
し
て
「
子
ど
も
田
の
神
講
」

を
行
い
ま
し
た
。
今
で
は
時
代
の
推

移
と
と
も
に
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く

な
っ
た
行
事
が
自
治
会
統
合
を
機
に
、

地
域
内
の
子
ど
も
た
ち
に
も
体
験
さ

せ
た
い
と
思
い
十
一
月
に
実
施
。
地

域
の
婦
人
部
や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
手

伝
い
を
も
ら
い
な
が
ら
、
も
ち
つ
き
、

お
供
え
、
祭
文
ま
で
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。 

た
、
各
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
行
っ

て
い
た
道
路
・
河
川
清
掃
作
業

は
、
自
治
会
全
体
で
協
力
し
て
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
治
会
で

も
高
齢
化
が
進
む
地
域
が
あ
り
、
高

齢
者
だ
け
で
の
清
掃
作
業
は
大
変
で

す
。
し
か
し
、
今
は
他
の
地
域
か
ら

加
勢
に
き
て
も
ら
う
な
ど
、
連
携
が

で
き
て
き
ま
し
た
。 

合
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
な
ど
）
も

少
な
く
な
い
地
域
。
平
成
十
八

年
に
は
、
自
治
会
内
の
集
合
住
宅
に

住
む
人
に
呼
び
か
け
て
、
お
花
見
会

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
初
め
は

少
な
い
参
加
者
で
し
た
が
、
そ
こ
か

ら
地
域
の
和
が
広
が
っ
て
い
け
ば
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
活
動

や
取
り
組
み
に
は
、
住
民
参
加
が
不

可
欠
。
一
地
区
で
の
考
え
を
自
治
会

全
体
で
支
え
る
と
い
う
地
域
の
「
和
」

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

れ
か
ら
の
活
動
と
し
て
は
、
休

耕
田
を
利
用
し
た
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
で
き
る
ソ
バ
・

大
豆
栽
培
↓
ソ
バ
作
り
・
豆
腐
作
り

な
ど
の
体
験
活
動
を
計
画
中
。
ま
た
、

そ
れ
に
よ
っ
て
バ
ザ
ー
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
も
展
開
で
き
た
ら
、
他
地
域

と
の
交
流
も
図
れ
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
住
民

の
連
携
が
必
要
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

に
住
む
人
が
「
和
」
を
持
っ
て
活
動

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
で

す
。 

平 

こ 

ま 集 




